
尾張旭市議会議長殿

一般質問(代表・個人)通告書

尾張旭市議会会議規則第50条第1項の規定により6月定例会において別

紙のとおり質問したいので通知します。

なお、質問事項の件数及び質問方法は、下記のとおりです。
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別紙                  氏 名  芦原 美佳子      

質 問 事 項 

 

№  １   

物価高騰対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

エネルギー価格や食料品価格等の高騰の長期化は、市民生活や市内事業者

に大きな影響を及ぼしています。 

国においては、電気・ガス価格激変緩和対策事業を実施していますが、今

後も食料品等の価格の値上げが見込まれていることから、市民のくらしや経

済を守る更なる支援が求められます。 

公明党尾張旭市議団は市民の切実な声を聴き、物価高騰対策の拡充や令和

５年度住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金に関する緊急要望書を市

長に提出しました。 

本市では、これまでも各自治体が実情に応じた施策に充てられる地方創生

臨時交付金を活用し、様々な支援策が行われてきました。 

令和５年度において、市長は物価高騰対策に地方創生臨時交付金等を活用

し、どのように取り組まれるのか伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                  氏 名  芦原 美佳子  

質 問 事 項 

 

№  ２   

防災・減災対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（１）災害に強いまちづくり、人づくりについて 

国は激甚化・頻発化する自然災害、切迫する大規模地震に対応するため

「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」の中で、令和７年

度までに重点的・集中的に取り組む対策を定めています。 

本市は、比較的自然災害に強い地域と認識されているようですが、昨今

の被災地の状況を見ると、充分な備え、災害に強いまちづくり、人づくり

が重要だと考えます。本市では、令和２年７月に「尾張旭市国土強靱化地

域計画」を策定し、市民の生命、財産、社会経済機能を守るための事前防

災にも取り組んできました。今年度における防災・減災対策の優先順位の

考え方について、また今後はどのようにお考えでしょうか。 

地域の防災力を強化するための人材育成や防災対策に「女性の視点を生

かす」ことは、子どもや高齢者、障がい者など「災害弱者の視点を生か

す」ことにもつながり、とても重要だと考えます。そこで、地域防災力の

強化につなげる人づくりについても見解を伺います。 

 

（２）狭あい道路の拡幅整備の推進について 

狭あい道路の拡幅整備は、交通安全対策や避難路として、また緊急車両が 

通行するために防災・減災対策として、とても重要な事業と考えますが、整

備の推進、方針について伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。     
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別紙                  氏 名  芦原 美佳子    

質 問 事 項 

 

№  ３   

新型コロナウイルスの５類移行に伴う対応と対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

新型コロナウイルス感染症の位置づけは、５月８日より２類から季節性イ

ンフルエンザと同等の５類感染症になり、これまでの法律に基づき行政が

様々な要請・関与をする仕組みから、感染対策は個人の選択を尊重し、各自

での取組が基本となりました。 

コロナ禍を経験し、市民・職員に対する庁舎内の体制、本市の公共施設の

使用、イベント開催や対応については、どのようにお考えでしょうか。(コロ

ナ以前と変わらないこと、変わること、変えるべきこと。コロナ禍で加速し

たオンラインの活用など、これまでのスタイルとの変化等)、また次の感染症

への対策(感染症への備え)について伺います。 

※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                  氏 名  芦原 美佳子    

質 問 事 項 

 

№  ４   

健康施策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（１）健康都市連合に加盟して 

本市は、平成16年、健康都市連合に設立メンバーとして加盟し、健康 

都市の施策を推進してきました。また、これまで国内外で様々な賞も受賞

しました。加盟したことによる成果をどのように捉え、今後どのように推

進されていくのかお考えを伺います。 

 

（２）帯状疱疹ワクチン接種の助成について 

本市の健康づくりの取組は、健康寿命の延伸につながり、元気な高齢者

が多いことは私たちの誇りです。コロナ禍の影響はそのような皆様にも大

きな不安とストレスをもたらし、加齢などによる免疫力の低下や、疲労や

ストレスなども発症のきっかけになると言われている帯状疱疹に罹患する

方も増加したように感じます。 

水痘・帯状疱疹ウイルスを原因として発症する帯状疱疹は、80歳までに

約３人に１人が発症、特に50歳代から急激に増加すると言われています。

皮膚症状が治った後も強い痛みが継続したり、視力や聴力が低下したりす

る場合もあります。 

本市議会においても政府に対して、帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定

期接種化を求める意見書を提出しましたが、地方自治体による助成も全国

各地で徐々に広がり、市民からの要望も当市議団に数多く頂きます。 

帯状疱疹の予防や重症化、後遺症を防ぐために有効な帯状疱疹ワクチン

接種の助成について改めて考えを伺います。 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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※ 申し合わせ事項に留意する。 

別紙                  氏 名  芦原 美佳子   

質 問 事 項 

 

№  ５   

子育て支援の充実について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

本年４月に、こども家庭庁が創設され、同時にこども基本法が施行されました。 

少子化が想定を上回るスピードで進んでいる現在、子育て支援の充実は最重要課

題です。公明党は2006年に少子社会トータルプランを策定し、チャイルドファース

ト社会の構築を推進してきました。また、昨年11月「子育て応援トータルプラン」

を発表し、子ども政策を政治の柱に据えた社会の実現と少子化・人口減少を克服す

る為の具体策を示し、結婚、妊娠、出産から子どもが社会に巣立つまでの切れ目の

ない支援策の充実を目指しています。 

国では「異次元の少子化対策」の具体策をまとめた「たたき台」を発表。今後３

年間を集中取組期間と位置づけるとの報道もあり、子ども・子育て支援の加速化が

期待されます。市長は所信表明において、流入人口が流出人口を上回るような方策

「住みやすい街」と同時に「住みたい街」への取組も必要と述べられました。こど

もまんなか社会はすくすくのびのび尾張旭市から！との期待を込めて、子育て支援

の充実に関して、以下伺います。 

（１）子ども施策に関する組織体制の強化について 

国において子ども政策の新たな推進体制の構築が進む中、本市では、子ども施

策に関する組織体制の強化をどのように考えているのか伺います。 

 

（２）０～２歳児の保育料無償化の対象拡大について 

幼児教育保育の無償化の対象外となっている０～２歳児のいるご家庭の保育料

の負担軽減について。 

 

（３）子どもの遊び場の充実について 

城山公園のスカイパークは子育て家庭に大人気スポットとなり、多くの親子連

れでにぎわっています。子育て世帯からは喜びの声が寄せられていますが、雨天

時でも利用できる屋内遊び場、児童館の充実など、親子が「また遊びに行きたく

なる子どもの遊び場」について多様なニーズが寄せられています。子どもの遊び

場の充実について、お考えを伺います。 

 

（４）学校給食費の無償化について 

物価高騰が続く中、子育て家庭への経済的負担軽減策として学校給食費の無償

化が少しずつ広がっています。愛知県内においても、市独自の対策として２人以

上扶養している保護者に対して、第２子中学生及び第３子以降の子どもの給食費

を無償化するなど、子育て支援を拡大している自治体があります。本市での実施

の展望について伺います。 
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別紙                  氏 名  芦原 美佳子    

質 問 事 項 

 

№  ６   

学校教育について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（１）タブレット端末の利活用について 

   「ＧＩＧＡスクール構想」に基づき、全国の小中学校において、１人１

台のタブレット端末が整備されました。 今では、令和の教育改革の柱であ

る「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実に不可欠なツールとなっ

ています。 また、タブレット端末は、不登校・特別支援・病気療養・外国

籍等の多様な児童生徒の実情や特性に応じた、誰一人取り残されない学び

を保障するうえで不可欠なインフラです。学校教育におけるタブレット端

末の利活用について伺います。 

 

（２）誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策について 

小・中・高等学校の不登校の児童生徒数が急増し、文部科学省の調査で

は2021年度の小中学校における不登校の児童生徒数は、24万人を超え過去

最高となりました。このうち、４万6000人は「学校内外で相談・指導等を

受けず長期化している」とのことです。本市においても不登校児童生徒は

増加傾向にあり、その対策として様々な取組が行われています。不登校に

至るには様々な背景があり、多様な居場所、多様な支援、多様な学びを提

供し、子どもたちを守り、家族を支えることが大切だと考えます。そのよ

うな中、本年３月31日、文部科学省は、誰一人取り残されない学びの保障

を社会全体で実現していこうと「ＣＯＣＯＬＯプラン」を発表しました。

そこで同プランの認識、本市の取組について伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                  氏 名  芦原 美佳子  

質 問 事 項 

 

№  ７   

こども・若者参画のまちづくりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

人口減少、少子高齢化が加速する中で、これまで以上に将来地域を担って

いくこども、若者のまちづくりの動機づけや参画が必要であると考えます。 

全国の自治体の中には、積極的に若い世代の声を行政が吸い上げ、まちづ

くりに生かす取組が増えています。 

子どもの権利条約やこども基本法の理念に基づき、こどもや若者が社会に

対して自分の意見を表明し、政策に反映させる場と仕組みが必要であると考

えます。 

こども若者議会の設置も含め、こども・若者参画のまちづくりについて、

市長の見解を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                  氏 名  芦原 美佳子    

質 問 事 項 

 

№  ８   

若者の出会い・結婚新生活を応援する施策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

我が国において、非正規雇用で働く若者の経済的基盤が安定するような政

策が重要であり、将来に希望が持てる雇用環境の整備が必要です。 

愛知県では、５月補正予算において婚活イベント等の予算が計上されまし

たが、自治体においても出会いや結婚を望む若者を応援する取組や支援が必

要と考えます。また、結婚時に必要な住宅資金などを経済的に支援する結婚

新生活支援事業が令和４年度において、634市区町村まで広がっています。 

社会全体で子育てを応援し、少子化対策に取り組むとともに、結婚を希望

される方の応援も大切ではないかと考えます。 

若者の出会いの場の創出や、結婚を希望される若者を応援する取組につい

て見解を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                  氏 名  芦原 美佳子    

質 問 事 項 

 

№  ９   

産業の振興について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

長期化したコロナ禍や物価高騰で大きな影響を受け、アフターコロナへの

活力ある本市を構築する上で、市長は、本市の産業の現状をどのように捉

え、どのように産業の振興を図っていかれるのでしょう。 

本市の魅力商品開発プロジェクト旭色の一層の推進やふるさと納税の新た

な事業展開について伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                  氏 名  芦原 美佳子    

質 問 事 項 

 

№  １０   

駅前周辺の整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

加速する少子高齢化や老朽化するインフラ整備など、財政的には厳しくな

ることが予測されますが、住みやすい街、住みたい街となるには現在だけで

なく未来につなげていく都市基盤整備が必要です。中でも駅前周辺整備は、

各駅周辺の特徴を最大限に生かし、本市の可能性を大きく広げていきます。 

三郷駅周辺のまちづくりについては、令和９年度の工事完了を目指して事

業が本格化していくところですが、市内各駅周辺の整備の考え方、方向性や

可能性について見解を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                  氏 名  芦原 美佳子    

質 問 事 項 

 

№  １１   

行政経営について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（１）行政デジタル化について 

コロナ禍を経て行政デジタル化が大きく前進しました。市においても、Ａ

Ｉの活用による保育園の入園申込み時の判定作業や、各種手続きのオンライ

ン申請、書かない窓口の導入など、徐々に業務効率化と市民サービスの向上

につながるデジタル活用が進んでいます。今後の取組、またデジタル格差解

消のための対策も併せてお考えを伺います。 

 

（２）チャレンジ事業について 

組織力の強化に向けて新たに創設するチャレンジ事業について伺います。 

 

（３）分かりやすい言葉で親しまれる市役所に 

「市民に伝わる文書作成の手引き」などを作成し、市民に伝わりづらいお

役所言葉をやめて、職員一丸となり伝え方を工夫している自治体がありま

す。専門用語は難解な印象を与えかねず、分かりやすい言葉で伝えることは

親しまれる市役所として大切なポイントだと感じます。そこで、本市での取

組について伺います。 

（４）情報発信について 

市民に対して分かりやすく、正確で迅速、魅力的な情報発信が大切であ

るとともに、地方間の競争が激化している昨今、市外の方々にも本市の魅

力を戦略的に情報発信していくことが求められます。本市の情報発信につ

いて見解を伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 


